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みんなで　いっしょに　りそうの　あしたを　いま、つくる。

茨木市は、昭和23年の市制施行以来、交通環境の利便性や豊かな

自然環境など、恵まれた多くの魅力をいかし、着実に成長を続けた結

果、人口27万人を超える都市に発展いたしました。

現在、我が国の総人口は既に減少傾向に入っており、加えて、少子

高齢化による人口構造の変化が急激に進むなど、本市を取り巻く社会

環境には、これまで経験したことのないような変化が現れています。このような大きな時代

の流れに対応し、持続可能なまちづくりを行うためには、長期的な視点から今後のまちづく

りについて検討するとともに、市民をはじめまちづくりに関わる多様な主体と茨木市の将

来像を共有し、一緒に取り組んでいく必要があります。

そのため、第５次茨木市総合計画の策定にあたっては、全10回にわたり、市民、関係団

体など多くの方にご参加いただき市民ワークショップを開催したほか、インターネットによ

る新しい情報ツールを活用して、広く取組の周知に努めました。その過程を経て、総合計画

のスローガンとして「ほっといばらき　もっと、ずっと」を設定し、そのもとに6つの分野の

将来像と運営基盤を掲げました。基本計画には、「市が行うこと」に加え、「市民が行うこ

と」、「事業者・団体が行うこと」を記載しております。また、人口動向や社会環境の変化を

踏まえ、重点的に取り組むべきテーマを「重点プラン」として位置づけたほか、厳しい財政

状況にあっても市民サービスの充実を図るため「財政計画」を設けました。

スローガンである「ほっといばらき　もっと、ずっと」の実現に向け、市民の皆さまと共に

まちづくりに取り組み、２つの「ほっと」な視点で、「もっと」多くの人々に、「ずっと」住み続

けてもらえる茨木市としていきたいと考えております。

本計画を策定するにあたり、熱心なご議論をいただきました市民ワークショップ参加者

の皆さまをはじめ、総合計画審議会委員並びに市議会議員の皆さま、そして、貴重なご意

見、ご提言をいただきました市民の皆さまに心から感謝とお礼を申し上げるとともに、計画

の実現に向け今後とも、皆さまの一層のご協力、お力添えをお願いいたします。

平成27年（2015年）3月

茨木市長　木本 保平
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